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■ 美しい森林づくり
 松尾鉱山跡地における森づくり活動への支援 ・・・［岩手北部森林管理署］

■ 我が署の名所
 太平山・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［秋田森林管理署］

鳥海山から月山を望む
［提供：東北森林管理局職員］

鳥海山から月山を望む
［提供：東北森林管理局職員］
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東北森林管理局

国と県が連携した一体的な治山事業
【大井沢地区特定流域総合治山事業】 ［ 治山課 ］
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特集

Special  Feature
Art ic le

　
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
梅
雨
前
線
や
台
風
に
伴

う
集
中
豪
雨
、
大
規
模
な
地
震
等
に
よ
り
流
域
に
わ

た
っ
て
多
数
の
山
地
災
害
等
が
発
生
し
た
時
、
国
有

林
と
民
有
林
が
近
接
し
、
同
時
に
対
策
を
講
じ
る
必

要
の
あ
る
場
合
に
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
実
施

の
観
点
か
ら
、
流
域
の
復
旧・保
全
方
針
を
協
議
し
、

国
と
県
が
連
携
し
て
一
体
的
な
治
山
施
設
の
整
備
、

防
災
林
の
造
成
等
を
総
合
的
に
実
施
す
る
「
特
定
流

域
総
合
治
山
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
今

回
、
山
形
県
内
で
の
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

１
．
山
形
県
で
発
生
し
た
土
砂
災
害

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
大
井
沢
地
区

は
、
霊
峰
月
山
と
峻
峰
な
る
朝
日
連
峰
が
迫
る
、
西

川
町
の
最
深
部
に
位
置
し
、
冬
に
は
３
ｍ
を
超
す
積

雪
の
あ
る
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
す
。（
図

－

①
）

　
当
該
地
区
に
お
い
て
、
平
成
25
年
7
月
18
日
に
24

時
間
雨
量
２
４
９
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
大
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
一
級
河
川
寒
河

江
川
の
支
流
に
あ
た
る
砂
沢
ほ
か
6
支
渓
か
ら
大
量

の
土
砂
が
、
寒
河
江
川
や
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
寒
河

江
ダ
ム
に
流
出
し
ま
し
た
。(

写
真

－

①)

こ
れ
に

よ
り
、
寒
河
江
川
下
流
に
あ
る
西
川
浄
水
場
（
49
万

人
に
給
水
）
に
濁
水
が
流
入
し(

写
真

－

②)

、
6

市
町
村
で
最
大
8
日
間
の
断
水
と
な
る
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

国
と
県
が
連
携
し
た
一
体
的
な
治
山
事
業

【
大
井
沢
地
区
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
】

治
山
課

図－①　山形県西川町大井沢地区の位置

写真－①　寒河江川ダムに流出した土砂（手前が国有林、奥のダム湖沿いが民有林）
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特集

Special  Feature
Art ic le

２
．
復
旧
計
画
の
検
討

　
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
災
害
発
生
直
後
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調
査(

写
真

－

③)

を
、
山
形
県
職
員
の
同
乗
の
も
と
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
山
形
県
及
び
西
川
町
と
合
同
現
地
調
査(

写

真

－

④)

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、一
つ
の
渓
流
（
流
域
）

に
お
い
て
、
国
有
林
と
民
有
林
が
近
接
す
る
箇
所
が

多
数
確
認
さ
れ
、
事
業
エ
リ
ア
・
事
業
規
模
等
を
勘

案
し
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
治
山
事
業
を

実
施
す
る
「
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
」
を
計
画
し

ま
し
た
。

３
．
県
と
の
具
体
的
な
調
整

　
大
井
沢
地
区
の
復
旧
に
向
け
た
全
体
計
画
は
、
事

業
対
象
区
域
面
積
が
４
４
７
．
３
６
ha
（
う
ち
国
有

林
４
３
１
．
６
０
ha
）、
事
業
期
間
が
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
7
カ
年
間
、
主
な
治
山
施

設
が
治
山
ダ
ム
29
基
（
う
ち
国
有
林
内
20
基
）、
総

事
業
費
が
約
6.2
億
円
（
国
有
林
、
民
有
林
の
合
計
）

に
な
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
最
大
の
流
出
土
砂
が
発
生
し
た

「
砂
沢
」
に
は
、
上
流
部
の
国
有
林
内
に
3
基
、
下

流
の
民
有
林
内
に
山
形
県
施
工
の
2
基
の
治
山
ダ
ム

を
計
画
（
図

－

②
）
し
ま
し
た
。
施
工
す
る
に
あ
た

り
、
沢
の
勾
配
が
急
で
上
流
部
へ
の
資
材
運
搬
路
も

な
い
た
め
、
施
工
順
位
や
施
工
規
模
、
工
法
に
つ
い

て
の
検
討
を
山
形
県
と
と
も
に
協
議
を
重
ね
、
通
常

は
土
砂
流
出
の
発
生
源
に
近
い
最
上
流
部
の
治
山
ダ

ム
か
ら
施
工
す
る
と
こ
ろ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事

業
実
施
の
観
点
か
ら
下
流
部
の
民
有
林
内
の
治
山
ダ

ム
2
基(

写
真

－

⑤)

と
、
上
流
部
へ
の
運
搬
路
を

先
に
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
に
国
有
林
内
に
3
基
の
治

山
ダ
ム
を
施
工
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
上
流
部
の
国
有
林
内
の
治
山
ダ
ム
に
つ
い
て

は
、
資
材
等
の
運
搬
の
難
易
度
や
、
沢
に
貯
ま
っ
て

写真－③写真－④

写真－②　濁水が流入した西川浄水場
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美しい森林づくり い
る
多
量
の
石
礫
を
考
慮
し
、
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
は
な
く
、
上
下
流
面
の
側
面
を
鋼
矢
板
で

囲
い
、現
地
発
生
材
を
中
詰
材
と
し
て
利
用
す
る「
ダ

ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
工
法
」
に
よ
る
ダ
ム
（
写
真

－

⑥
）

を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
工
法
は
、
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
搬
入
が
制
限
さ
れ
、
現
地
に
中
詰
材
と
し
て
利

用
で
き
る
石
礫
が
あ
る
場
合
に
、
工
期
の
短
縮
、
資

考
え
ら
れ
ま
す
。
大
井
沢
地
区
は
事
業
期
間
の
中
間

年
を
迎
え
ま
す
が
、
早
期
の
事
業
完
了
に
向
け
、
引

き
続
き
各
関
係
機
関
と
協
力
し
、
工
事
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

材
費
の
縮
減
に
よ
る
工
事
費
の
低
減
が
図
ら
れ
る
工

法
で
す
。

　
近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
、
民
有
林
と
国
有
林
と
が
一
体
と
な

り
山
地
災
害
復
旧
に
取
り
組
む
「
特
定
流
域
総
合
治

山
事
業
」
は
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
こ
と
が

図－②　最も流出土砂の多かった砂沢に計画した 5基の治山ダム

写真－⑤　先に完成させた下流部の民有林内の治山ダム（山形県施工）

写真－⑥　「ダブルウォール工法」のダム

砂　沢（民有林）

イメージ写真
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美しい森林づくり

　

松
尾
鉱
山
跡
地
は
、
八
幡
平
市
松

尾
寄
木
字
赤
川
山
国
有
林
1
4
9
6

林
班
ト
４
小
班
ほ
か
に
所
在
す
る
八

幡
平
山
地
中
腹
部
の
標
高
９
０
０
〜
１
，

０
０
０
m
に
あ
り
ま
す
。

　

松
尾
鉱
山
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
に

大
量
の
硫
黄
を
発
見
し
、
大
正
時
代
に

開
発
が
進
み
、
昭
和
に
な
る
と
東
洋
一

の
硫
黄
鉱
山
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
発

展
し
ま
し
た
。
最
盛
期
の
人
口
は
約

１
万
５
千
人
で
、近
代
的
な
集
合
住
宅
、

鉄
道
、
学
校
、
病
院
及
び
映
画
館
等
が

立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、「
雲
上

の
楽
園
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
入
っ
て
、
安

い
外
国
産
硫
黄
の
輸
入
の
影
響
等
に
よ

り
、
昭
和
44
年
に
閉
山
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

松
尾
鉱
山
跡
地
が
所
在
す
る
か
つ
て

の
森
林
の
状
況
は
、
一
帯
に
ミ
ズ
ナ
ラ

等
が
群
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
鉱
山
活

動
が
活
発
化
す
る
に
伴
い
、
坑
木
や
枕

木
、
住
宅
に
お
け
る
燃
料
等
の
材
料
と

し
て
伐
採
さ
れ
る
と
と
も
に
、
硫
黄
精

錬
に
伴
う
煙
害
や
高
濃
度
の
亜
硫
酸
ガ

ス
の
排
出
で
次
々
と
枯
れ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、高
濃
度
の
亜
硫
酸
ガ
ス
は
、

雨
水
に
溶
け
て
硫
酸
に
な
り
、
土
の
酸

度
を
著
し
く
高
め
て
植
物
の
根
や
土
壌

微
生
物
の
正
常
な
活
動
を
阻
み
、
森
林

は
消
失
し
て
い
き
ま
し
た
。閉
山
後
は
、

当
時
の
岩
手
営
林
署
や
岩
手
県
等
に
お

い
て
、
緑
化
工
等
を
実
施
し
、
草
の
生

え
る
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、

地
中
か
ら
の
強
酸
性
水
の
浸
出
の
影
響

等
に
よ
り
土
質
が
悪
く
、
施
肥
し
な
け

れ
ば
草
地
を
維
持
で
き
ず
、
周
辺
森
林

か
ら
の
樹
木
の
進
入
等
の
移
行
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
60
年
代
か
ら
平
成

10
年
代
に
渡
っ
て
、
県
内
企
業
や
研
究

団
体
等
に
よ
り
樹
木
導
入
の
た
め
の
試

験
植
栽
が
行
わ
れ
、
試
行
錯
誤
を
経
な

が
ら
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
一
般
市
民
の
参
加
も
得
て
植
樹
活

動
が
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、
松
尾
鉱
山
跡
地
の
再
生

に
つ
い
て
、
森
づ
く
り
活
動
や
環
境
活

動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

N
P
O
等
３
者
（
現
在
は
５
者
）
が

参
画
し
た
松
尾
鉱
山
跡
地
再
生
の
森
協

議
会
が
平
成
20
年
に
設
立
さ
れ
る
と
と

も
に
、
盛
岡
森
林
管
理
署
（
当
時
）
と

岩
手
県
の
３
者
に
よ
り
、「
松
尾
鉱
山

跡
地
に
お
け
る
森
づ
く
り
及
び
体
験
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
遊
々

の
森
「
松
尾
鉱
山
跡
地
再
生
の
森
」（
面

積
：
1
2
0
・
0
7
ha
）
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
か
ら
は
、
当
該
区
域

一
帯
が
岩
手
北
部
森
林
管
理
署
の
管
轄

と
な
り
、
そ
れ
以
降
当
署
で
は
、
活
動

へ
の
参
加
協
力
や
技
術
的
な
助
言
等
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

６
月
24
日
に
は
、
協
議
会
の
加
盟
団

体
で
あ
る
N
P
O
法
人
森
び
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
み
ち
の
く
事
務
所
の

主
催
に
よ
る
「
第
14
回
八
幡
平
ふ
る
さ

と
の
森
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
、
一
般

公
募
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
1
2
6

名
が
参
加
し
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ト
チ

ノ
キ
な
ど
1
，
5
0
0
本
が
植
栽
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
２
日
に
は
、
最
初
の
協

定
締
結
か
ら
10
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

約
１
ha
の
植
樹
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
現
地
に
お
い
て
、
加
盟
団
体
が
こ

れ
ま
で
実
施
し
た
植
樹
箇
所
等
の
見
学

会
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、「
諦
め
ず
に
継
続
し
て
い

る
こ
と
で
、
苗
木
も
成
長
し
て
き
て
い

る
」、「
小
さ
な
森
が
出
来
て
い
る
」
な

ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
松
尾
鉱
山
跡
地
の
森
の

再
生
に
向
け
て
、
継
続
的
に
森
林
（
も

り
）
づ
く
り
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
協
議
会
へ
の
協
力
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
尾
鉱
山
跡
地
に
お
け
る
森
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

岩
手
北
部
森
林
管
理
署

既植樹箇所の状況（防風柵も設置）

松尾鉱山跡地の現在の状況（遊々の森）

「第 14回八幡平市ふるさとの森づくり」での植樹の様子
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The Letter From Each Place

　林野庁では、全国の国有林内に、美しい森林景観や豊かな自然に親しんでいただけるよう「レク
リエーションの森」を整備しています。
　平成28年４月現在、全国に1,055箇所（うち東北局193箇所）のレクリエーションの森があります。
このうち、特に優れた森林景観を有するなど、観光資源としての潜在的魅力が認識されるレクリエー
ションの森を、平成 29 年 4 月に「日本美しの森お薦め国有林」（以下「モデルレク森」という。）として、
全国で 93 箇所（うち東北局 11 箇所）選定しています。
詳しくはhttp://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/katuyo/reku/rekumori/rekumori.html
でご覧いただけます。

この「モデルレク森」における平成 29 年度の東北局の取組についてご紹介します。

１. 白神山地・暗門の滝自然観察教育林

「日本美しの森　お薦め国有林」
に関する東北局の取組をご紹介します

（青森県西目屋村：弘前駅から弘南バス約 55 分）

2. 焼走自然観察教育林 （岩手県八幡平市：盛岡駅から鉄道約 40 分、タクシー約 15 分）

３. 温身平風致探勝林 （山形県小国町：小国駅から町営バス約 60 分、徒歩約 20 分）

○お楽しみポイント
 【世界遺産の径】
 　・ブナ林散策道（１周約２km、1時間～2時間の初級者コース）
 【暗門渓谷ルート】
　・第一の滝（落差42m）
　・第二の滝（落差37m）（往復約5kmの上級者コース）
　・第三の滝（落差26m）
 【津軽峠】
　・マザーツリーとぶな巨木ふれあいの径（津軽峠駐車場から徒歩
　　5分でマザーツリー（推定樹齢400年、樹高約30mのブナ））
○取組事例

　津軽峠周辺までのレクリエーション区域を拡大するとともに、ぶな巨木ふれあいの径の急勾配で滑りやすい箇所への階段設置、歩
道の安全確保のための危険木の伐採やリーフレットを作成しました。

○お楽しみポイント
 【焼走り溶岩流】
 　・長さ約３～４km、幅１km～1.5km内に全長約２kmの自然観察路
 【岩手山焼走り国際交流村周辺】
　・温泉、食事処、キャンプ場等
 【岩手山登山】
　・岩手山（標高2,038m）の約1,220m付近は国内最大のコマクサ群生地
○取組事例

　キャンプ場周辺の景観確保のための伐採、遊歩道の整備やリーフレットを作成しました。

○お楽しみポイント
 【森林セラピー基地】
 　・平成18年国内第１号の認定、約5.5km、２時間程度の散策
 【周辺の温泉】
　・国民宿舎、民宿や山荘で温泉等
 【飯豊連峰登山】
　・磐梯朝日国立公園内の福島県、山形県、新潟県の3県にまたがり、北

から南に20kmに及ぶ2,000m級の山脈の縦走が魅力
○取組事例

　森林セラピー基地周辺の景観確保のための伐採やリーフレットを作成
しました。

あんもん

やけはしり

ぬくみだいら

白神山地ブナ林散策道

キャンプ場の遊歩道の整備焼走り溶岩流と岩手山

温身平と飯豊連峰

 温身平森林
セラピーロード

温身平風致探勝林案内板

  暗門（第二の滝）
津軽峠の歩道整備 

　６月、夏山シーズンの到来です。これから、高山

植物が８月にかけて次々に競演し、咲き乱れます。

その中で、岩手県にある焼石岳のお花畑は東北有

数の規模を誇ります。

　まだ雪が残る６月中旬～下旬、焼石岳の山頂直

下のお花畑では白色・黄色・桃色と鮮やかに花々

が咲いています。お花畑を白色に染め上げるのは、

ハクサンイチゲ、黄色はミヤマキンバイ、桃色はユ

キワリコザクラ、ミヤマシオガマです。

　ハクサンイチゲ（白山一花、白山一華）は東北地

方の高山帯に代表的に見られる植物で、雪解け後

にしばしば群生がみられます。白色の花に見える

のは花ではなく萼で、名前の由来は石川県の白山

で発見されたことから。花言葉は「幸せを招く花」。

　ミヤマキンバイ（深山金梅）はバラ科の植物で東

北地方の高山の礫地や草地に代表的に見られます。

名前の由来は深山に咲く梅に似た金色の花から。

花言葉は「幸せ」。

　ユキワリコザクラ（雪割小桜）はユキワリソウの

変種で東北地方や北海道の深山などに生えていま

す。名前の由来は雪解け直後に開花することから。

花言葉は「あなたを信じます」。

　ミヤマシオガマ（深山塩竃）はゴマノハグサ科の

植物で高山の草地に生えます。東北では焼石岳の

ほかに月山、早池峰山などで見られます。

　これらの高山植物は氷河期（氷期）の遺存種で

す。遺存種とは、過去に繁栄し広く分布していた生

物がその後、衰微し、現在限られた場所にのみ残っ

ている種のことで、高山植物は温暖化などによっ

て、高山に取り残された種なのです。将来、温暖化

がすすめば、焼石岳のお花畑など高山植物の姿を

みることはできなくなるかもしれません。

　機会がありましたら、焼石岳のお花畑に行って

みてはいかがでしょうか。東北の山々をいろいろ

歩きましたが、焼石岳のお花畑は東北のなかで屈

指であり、特におすすめです！

ミヤマキンバイ（深山金梅）

お花畑から焼石岳を望むハクサンイチゲ（白山一花 , 白山一華）

ミヤマシオガマ（白花） ミヤマシオガマ（深山塩竃）

ユキワリコザクラ（雪割小桜）

森林技術・支援センター　森林技術専門官　増田悠介

焼石岳のお花畑mini 
corumn
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　林野庁では、全国の国有林内に、美しい森林景観や豊かな自然に親しんでいただけるよう「レク
リエーションの森」を整備しています。
　平成28年４月現在、全国に1,055箇所（うち東北局193箇所）のレクリエーションの森があります。
このうち、特に優れた森林景観を有するなど、観光資源としての潜在的魅力が認識されるレクリエー
ションの森を、平成 29 年 4 月に「日本美しの森お薦め国有林」（以下「モデルレク森」という。）として、
全国で 93 箇所（うち東北局 11 箇所）選定しています。
詳しくはhttp://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/katuyo/reku/rekumori/rekumori.html
でご覧いただけます。

この「モデルレク森」における平成 29 年度の東北局の取組についてご紹介します。
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○お楽しみポイント
 【世界遺産の径】
 　・ブナ林散策道（１周約２km、1時間～2時間の初級者コース）
 【暗門渓谷ルート】
　・第一の滝（落差42m）
　・第二の滝（落差37m）（往復約5kmの上級者コース）
　・第三の滝（落差26m）
 【津軽峠】
　・マザーツリーとぶな巨木ふれあいの径（津軽峠駐車場から徒歩
　　5分でマザーツリー（推定樹齢400年、樹高約30mのブナ））
○取組事例

　津軽峠周辺までのレクリエーション区域を拡大するとともに、ぶな巨木ふれあいの径の急勾配で滑りやすい箇所への階段設置、歩
道の安全確保のための危険木の伐採やリーフレットを作成しました。

○お楽しみポイント
 【焼走り溶岩流】
 　・長さ約３～４km、幅１km～1.5km内に全長約２kmの自然観察路
 【岩手山焼走り国際交流村周辺】
　・温泉、食事処、キャンプ場等
 【岩手山登山】
　・岩手山（標高2,038m）の約1,220m付近は国内最大のコマクサ群生地
○取組事例

　キャンプ場周辺の景観確保のための伐採、遊歩道の整備やリーフレットを作成しました。

○お楽しみポイント
 【森林セラピー基地】
 　・平成18年国内第１号の認定、約5.5km、２時間程度の散策
 【周辺の温泉】
　・国民宿舎、民宿や山荘で温泉等
 【飯豊連峰登山】
　・磐梯朝日国立公園内の福島県、山形県、新潟県の3県にまたがり、北

から南に20kmに及ぶ2,000m級の山脈の縦走が魅力
○取組事例

　森林セラピー基地周辺の景観確保のための伐採やリーフレットを作成
しました。
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みてはいかがでしょうか。東北の山々をいろいろ
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　森林の市inAKITA実行委員会の主催により、５月19日
（土）に第40回森林の市を東北森林管理局構内において開
催しました。「森林の市」は、地域の皆様に森林・林業へ
の理解を深めて頂くとともに、山菜、木工品等の販売を通
じて、森林（もり）の恵みに触れて頂くことを目的に1985
年（昭和60年）から毎年開催しています。
　当日は、前日からの雨が降り続いておりましたが、開会
式の後には雨も上がり、700名近い方に来場して頂きました。
　開会式では、来場頂いた親子一組、実行委員長、東北森
林管理局次長によるテープカットに続き、キンモクセイの
苗木のプレゼントを行いました。今回は、開会式前に先着
200枚の整理券を配布し、用意したキンモクセイはプレゼ
ンターが渡すのに大変なほどの大盛況でした。
　今回の「森林の市」は、局駐車場にテント19基を設置し
て山菜、木工品等の森林の恵みを販売する「販売コー
ナー」、庁舎２階で木工クラフト等を楽しんで頂く「体験
コーナー」を開催しました。
　「販売コーナー」には、林業事業体、森林組合連合会な
どの14団体からの出展があり、各団体が持ち寄った自慢の
アイコ、ウド、ゼンマイなどの旬の山菜や山野草、青森ヒ
バ、秋田スギの木工品、炭、木酢液など多くの方が買い求
めていました。また、昼食の時間帯は山菜汁コーナーで
は、「森林の恵み」たっぷりの熱々の山菜汁が大好評でし
た。
　庁舎２階では、森林の市初参加となるロボ木ー・木育

ネットワーク、７月１日にグランドオープンする鳥海山木
のおもちゃ美術館が出展し、木育を中心とした木工制作、
「ロボ木ーの歌」演奏など多彩なメニューで来場者の興味
を引きつけていました。
　また、これまでも人気の高い仁別森林博物館ボランティ
ア案内人会の、いろいろな木の実や葉っぱを使った木工ク
ラフトのコーナーでは、様々な年代の方々がクラフト製作
を楽しみ、子供よりも大人が夢中になっている場面も見受
けられました。
　秋田県緑化推進委員会の秋田スギを使用した積み木コー
ナーでは、子供達が沢山の積み木を手に取り感触を楽しん
でいました。
　東北森林管理局のコーナーでは、生き物の動画、各森林
生態系保全センターからの見所の紹介と生息する鳥や動植
物の写真展、クイズラリーを開催しました。森林学習コー
ナーでは「木の大きさは同じなのに重い木と軽い木の違い
は？」等の質問を受けていました。
　会場内では、緑の募金活動も行われ、多くの方から募金
にご協力頂きました。
　この募金は、秋田県内の緑化活動に有効に活用されます。
募金にご協力頂いた皆様にあらためて感謝申し上げます。
　これからも地域の皆様に、森林・林業を身近に体感して
頂けるような「森林の市」にするとともに、ご来場された
皆様方にこの紙面を借りてお礼申し上げます。ありがとう
ございました。

第40回森林の市inAKITAを開催
技術普及課

も　　り

クイズラリー秋田スギを使用した積み木コーナー

ロボ木ー・木育ネットワークの演奏山野草の販売

木工製作コーナー

キンモクセイの苗木のプレゼント開会式でのテープカット

山菜の販売
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ど
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緒
に
行
い
ま
し
た
（
本
誌
1
6
4
号
参

照
）。
植
栽
後
最
初
の
春
を
迎
え
た
約
3
0
0

本
の
ア
カ
マ
ツ
が
、
一
年
で
ど
れ
だ
け
成
長
し

て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
赴
任
し
て
か
ら
１
年
。
造
林
事

業
の
監
督
や
境
界
管
理
な
ど
、
現
場
作
業
員
の

二
人
と
一
緒
に
山
を
歩
き
回
る
毎
日
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
日
々
勉

強
で
す
。
体
力
面
で
も
修
行
が
足
り
ず
、
山
を

歩
く
速
さ
な
ど
は
、
国
有
林
で
約
50
年
（
！
）

働
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
に
全
然
追
い
つ

け
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
も
う
２
年
目
で
す
か

ら
、
負
け
ち
ゃ
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
探
し
な
が
ら
、
山
越
え
谷
越

え
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

採草放牧地から望む釡臥山

恐山山地森林生態系保護地域

城ヶ沢のアカマツ植栽地
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毎日が勉強です
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
太
平
山
は
、
秋
田
県
中
央
部
、
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村
に
ま
た
が
る
標
高
１
，
１
７
０
ｍ

の
山
で
、
太
平
山
を
中
心
と
し
て
太
平
山
県
立
自
然
公
園
や
仁
別
自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
仁
別
自
然
休
養
林
内
に
は
、
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
と
し
て
有
名
な
「
天
然
秋
田
杉
」
が

自
然
林
の
ま
ま
保
護
さ
れ
て
お
り
、「
夫
婦
杉
」
な
ど
そ
の
姿
を
間
近
で
み
る
こ
と
が
で
き

森
林
浴
や
自
然
観
察
な
ど
に
最
適
で
訪
れ
る
人
々
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

然
休
養
林
内
に
は
、
仁
別
森
林
博
物
館
も
あ
る
こ
と
か
ら
仁
別
の
森
の
動
植
物
の
紹
介
や

「
天
然
秋
田
杉
」
の
成
り
立
ち
、
森
林
鉄
道
の
歴
史
な
ど
林
業
に
関
わ
る
こ
と
も
学
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
太
平
山
は
、秋
田
市
中
央
部
に
近
い
側
か
ら
前
岳
（
７
７
４
ｍ
）、中
岳
（
９
５
１
．
７
ｍ
）、

鶴
ガ
岳
（
１
，０
０
２
ｍ
）、剣
岳
、宝
蔵
岳
、弟
子
還
岳
な
ど
多
数
の
山
頂
が
連
な
っ
て
お
り
、

秋
田
市
内
の
各
地
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
校
歌
な
ど
に
歌

わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
山
頂
か
ら
は
秋
田
市
を
眼
下
に
日
本
海
、
男
鹿
半
島
、
鳥
海
山
、
岩

木
山
、
岩
手
山
、
早
池
峰
山
な
ど
３
６
０
度
の
眺
望
が
楽
し
め
ま
す
。

　
太
平
山
か
ら
は
、
放
射
状
に
多
様
な
登
山
コ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ど
の
ル
ー
ト

も
一
日
あ
れ
ば
登
頂
で
き
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
で
、
分
岐
も
少
な
く
迷
い
に
く
い
山
で
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
、
前
岳
コ
ー
ス
が
お
す
す
め
で
約
1
時
間
30
分
で
前
岳
山
頂
へ
到

達
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
か
ら
は
、
中
岳
を
経
由
し
て
、
太
平
山
山
頂
（
前
岳
か
ら
３
時
間
）

へ
縦
走
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
河
辺
方
面
か
ら
の
丸
舞

コ
ー
ス
は
、
山
頂
ま
で
約
４
時
間
30
分
か
か
り
ま
す
が
、
渓

谷
の
美
し
い
コ
ー
ス
で
尾
根
筋
か
ら
の
眺
望
も
素
晴
ら
し
く
、

静
か
な
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
も
登
山
者
が
多
い
の
は
旭
又
登
山
口
か
ら
の
コ
ー
ス
で

す
。旭
又
ル
ー
ト（
御
手
洗
ル
ー
ト
）は
、登
山
口
か
ら
御
滝（
お

た
き
）
神
社
・
御
手
洗
（
み
た
ら
し
）
神
社
を
経
て
山
頂
（
約

３
時
間
）
に
至
っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
新
し
く
整
備
さ
れ
た

ル
ー
ト
で
、
高
低
差
が
８
８
０
ｍ
あ
り
急
登
が
多
く
あ
り
ま

す
。
御
滝
神
社
ま
で
の
区
間
の
大
半
は
仁
別
森
林
鉄
道
の
廃

線
跡
で
、
大
規
模
な
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
途

中
に
水
場
で
あ
る
御
手
洗
が
あ
り
、
新
鮮
な
水
が
こ
ん
こ
ん

と
湧
き
出
て
い
て
、
登
山
者
の
喉
を
潤
し
て
く
れ
ま
す
。

我
が
署
の
名
所

太
平
山

秋
田
森
林
管
理
署
管
内

　
　
秋
田
県
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
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◎交通アクセス
JR秋田駅より車で60分（約26㎞）※駅からの公共交通機関はありません。

秋田自動車道秋田中央ＩＣより県道15号経由　車で60分（約30㎞）

秋田森林管理署
〒019-2601 秋田県秋田市河辺和田字和田156-3
TEL018-882-2311　FAX018-882-2614

太平山三吉神社太平山山頂

案内板

the Noted Place of My Jurisdiction

秋田大
清和病院 

秋
田
駅
 

手形陸橋 

東口 

明田地下

至国道13号 

下北手

下北手

至秋田南IC 

至秋田北IC 
仁

木曽石 

横
山
金
足

秋
田
自
動
車

至和田 

至森林博物館
至旭又登山口 

至金山登山口 

秋田中央

秋田温泉


